
四
　
最
近
、「
小
中
学
生
が
携
帯
電
を
持
つ
こ
と
を
法
律
で
禁
止
し
よ
う
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
。
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
三
段
落
構
成
と
す
る
。
最
初
の
段
落
に
は
、
そ
の
意
見
に
賛
成
か
反
対
か
と
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
二
番
目
の
段
落
は
、「
確
か
に
」
で
始
め
て
、
あ
な
た
と
は
異
な
る
意
見
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。
三
段
落
目
は
「
し
か
し
」
で
始
め
て
、
こ
の
課
題
に
対
す

る
あ
な
た
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
電
車
や
バ
ス
に
は
「
優
先
席
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
左
記
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
意
見
が
あ
っ
た
。
あ
な
た
は
こ
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
う

ち
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
か
。
ど
ち
ら
か
の
意
見
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
賛
成
す
る
意
見
の
記
号
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
意
見
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

Ａ 必要だと思う。お年寄りや体の不自由な方がいつでも座ることが
できるようにしておくことは大事だと思うから、ルールとして決
めた方がいい。

Ｂ 必要ないと思う。お年寄りや体の不自由な方をに席を譲ることは
ルールで決めるのではなく、誰もが進んで行うようになった方が
いいと思うから。
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四
　
私
た
ち
は
、
た
と
え
ば
、「
調
べ
る
た
め
に
読
む
」、「
考
え
を
深
め
る
た
め
に
読
む
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
を
す
る
。
一
方
、「
漫
画
を
読
む
こ
と
も
読
書
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
。
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
三
段
落
構
成
と
す
る
。
最
初
の
段
落
に
は
、「
漫
画
を
読
む
こ
と
も
読
書
で
あ
る
」
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
二
番
目
の
段
落
は
、「
確
か
に
」
で
始
め
て
、
あ
な
た
の
考
え
と
は
異
な
る
意
見
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。
三
段
落
目
は
「
し
か
し
」
で
始
め
て
、
こ
の
課
題
に
対
す

る
あ
な
た
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
修
学
旅
行
の
観
光
地
巡
り
で
、
見
学
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、「
観
光
案
内
ど
お
り
の
コ
ー
ス
を
使
う
」、「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
コ
ー
ス
を
使
う
」
の
二
案
が
出
た
。
ど
ち
ら
か
の
案
を
選
び
、

次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
案
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
案
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
言
葉
づ
か
い
で
何
に
気
を
つ
け
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
左
記
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
あ
な
た
は
こ
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
に
よ
り
気
を
つ
け
た
い
と
思
う

か
。
ど
ち
ら
か
の
意
見
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
意
見
の
記
号
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
案
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　

Ａ 「相手や場面にふさわしい言葉づかいに気をつける」　 　

Ｂ 「自分らしさを表現できるような言葉づかいに気をつける」
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四
　
「
都
会
に
は
都
会
の
よ
さ
が
あ
り
、
田
舎
に
は
田
舎
の
よ
さ
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
あ
な
た
は
、
自
分
の
住
む
場
所
と
し
て
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
都
会
と
田
舎
と
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
。
ど
ち

ら
か
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
方
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
案
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
「
外
来
語
を
使
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
ス
で
討
論
会
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
二
人
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
な
た
自
身
の

意
見
を
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
か
と
、
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
も
う
一
つ
の
意
見
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考

え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａさん 私は、外来語を使うことはできるだけ少なくした方がいいと
思います。誰もが外来語を理解できるとは限らないからです。

Ｂさん 私は、積極的に外来語を使っていきたいと思います。テレビで
も雑誌でもたくさん使われているし、国際化の時代には必要だ
と思うからです。
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四
　
最
近
、
ゴ
ミ
箱
を
置
い
て
い
な
い
公
共
の
場
所
が
増
え
て
き
た
。
あ
な
た
は
、
こ
の
公
共
の
場
所
に
ゴ
ミ
箱
を
置
か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
か
反
対
か
。
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作

文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
賛
成
か
反
対
か
と
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
あ
な
た
の
意
見
と
は
異
な
る
意
見
で
予
想
さ
れ
る
反
論
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
目
」
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
で
討
論
会
を
し
た
と
こ
ろ
、
予
定
の
時
間
に
な
っ
て
も
意
見
が
分
か
れ
た
ま
ま
結
論
が
出
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
あ
な
た
は
「
話
し

合
い
を
続
け
る
」
の
か
、
そ
れ
と
も
「
こ
こ
で
多
数
決
に
よ
っ
て
決
め
る
」
の
か
、
ど
ち
ら
の
立
場
を
と
る
か
。
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
立
場
を
と
る
か
と
、
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
も
う
一
つ
の
方
法
の
良
い
点
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の

考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
左
記
の
ア
～
エ
の
う
ち
、
あ
な
た
が
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
う
活
動
を
二
つ
選
び
、
そ
の
二
つ
を
比
較
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
最
も
取
り
組
み
た
い
も
の
の
記
号
と
、
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
残
り
の
一
つ
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
一
方
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
あ

な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア 福祉にかかわる活動。　

イ 文化にかかわる活動。　

ウ 国際化にかかわる活動。

エ 情報化にかかわる活動。
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四
　
学
校
に
お
け
る
制
服
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、「
制
服
は
あ
っ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
意
見
と
「
制
服
は
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
意
見
に
分
か
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
あ
な
た

は
ど
う
思
う
か
。
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
三
段
落
構
成
と
す
る
。
最
初
の
段
落
に
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
か
と
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
二
番
目
の
段
落
は
、「
確
か
に
」
で
始
め
て
、
も
う
一
方
の
意
見
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。
三
段
落
目
は
「
し
か
し
」
で
始
め
て
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
あ
な

た
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
国
語
の
時
間
に
、「
文
学
作
品
を
楽
し
む
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
。
そ
の
中
で
「
小
説
の
中
に
は
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
あ
な
た
は
Ａ
、
Ｂ
の
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
か
。
ど
ち
ら
か
の
意
見
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
意
見
の
記
号
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
案
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　

Ａ　「小説は、映画で見るより本を読むほうがよい。」

Ｂ　「小説は、本で読むより映画で見る方がよい。」
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四
　
「
大
人
に
な
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
ス
で
討
論
会
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
二
人
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
な
た
自
身
の
意

見
を
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
か
と
、
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
も
う
一
つ
の
意
見
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考

え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａさん 私は、早く大人になりたいと思います。人の手を借りずに何でも
自分の力でやってみたいし、やりたいことがいっぱいあります。

Ｂさん 私は、できることなら子どものままでいたいと思います。純粋な
心を失わないで生きていくには、大人の世界は適さないと思うか
らです。
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四
　
ク
ラ
ス
で
、「
身
近
な
人
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
左
記
の
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
が
話
し
合
わ
れ
た
。
Ａ
、
Ｂ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
選

び
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
体
験
と
、
あ
な
た
の
考
え
や
意
見
を
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
Ａ
、
Ｂ
い
ず
れ
を
選
ん
だ
か
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
体
験
を
ま
じ
え
て
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
テ
ー
マ
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。

　
　
　

Ａ　地域の人や家族など、自分と異なる世代の人から学ぶ。

Ｂ　クラスの友人など、自分と同じ世代の人から学ぶ。　

10



四
　
地
球
環
境
の
変
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
自
然
の
不
思
議
さ
」
か
「
自
然
の
豊
か
さ
」
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
ち

ら
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
か
。
ど
ち
ら
か
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
テ
ー
マ
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を

踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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四
　
ク
ラ
ス
で
、
現
在
若
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、「
豊
か
な
心
」
と
「
広
い
視
野
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
あ
な
た
は
こ
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
が

よ
り
必
要
だ
と
思
う
か
。
ど
ち
ら
か
の
意
見
を
選
び
、
次
の
【
注
意
】
に
し
た
が
い
作
文
せ
よ
。

【
注
意
】

注
一
　
文
章
は
、
三
段
落
構
成
と
す
る
。
第
一
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
意
見
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
こ
と
。

注
二
　
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
案
の
よ
さ
を
書
く
こ
と
。、
書
き
出
し
は
「
確
か
に
」
と
す
る
こ
と
。
第
三
段
落
に
は
、
第
一
、
第
二
の
段
落
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。
書
き
出
し
は
「
し
か
し
」
と
す
る
こ
と
。

注
三
　
題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
十
行
以
上
、
十
二
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
文
の
数
は
問
わ
な
い
。
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